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６月度生涯研修
抄　録

日
時　

６
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

50
人

持
物　

 

『
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
０
年
４
月
版
』『
カ
ル
テ

記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

矯
正
歯
科
に
必
要
な
保
険
診
療
対
策
〜
カ
ル
テ
記
載
か

ら
新
規
個
別
指
導
対
策
ま
で
、
歯
初
診
に
係
る
研
修
〜

会
員
本
人
限
定

勤
務
医
・
矯
正
歯
科
の
先
生
対
象

日
時　

６
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

本
田
宏
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
）

会
費　

無
料

定
員　

会
場
50
人　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
１
０
０
人

申
込　

協
会
Ｈ
Ｐ
行
事
案
内
か
ら

※
本
講
演
は
講
師
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
い
で
の
サ
テ
ラ

イ
ト
形
式
で
す
。
基
本
的
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

感
染
症
と
口
腔
の
健
康
〜
コ
ロ
ナ
か
ら
学
ぶ
医
療
供

給
体
制
の
在
り
方
〜

市
民
講
座日

時　

６
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人

魅
せ
る
口
腔
の
粘
膜
・
骨
・
神
経
の
疾
患
の
診
断
と

治
療
―
盲
信
し
て
は
な
ら
な
い
都
市
伝
説
が
あ
る

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

▽
分
科
会　

午
前
９
時
40
分
〜
正
午

　

▽
記
念
講
演　

午
後
１
時
20
分
〜
午
後
５
時

　
　

① 

「
感
染
症
と
こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る
未
来
社
会
」　

山
極
寿
一
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　
　

② 

「
大
阪
の
災
害
を
考
え
る
〜
医
療
機
関
は
ど
う
備
え

る
か
」
河
田
惠
昭
氏
（
関
西
大
学
特
別
任
命
教
授
）

会
場　

 

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
中
央
区
／
地
下
鉄
「
天
満
橋
」

か
ら
徒
歩
５
分
）

会
費　

無
料

※
お
申
し
込
み
は
、
１
面
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

第
８
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

魅
せ
る
口
腔
の
粘
膜
・
骨
・
神
経
の

疾
患
の
診
断
と
治
療

大
前
政
利
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口
腔
外
科
部
長
）

盲
信
し
て
は
な
ら
な
い
都
市
伝
説
が
あ
る

法
律　

６
月
14
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

６
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

６
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

開
業
さ
れ
て
い
る
先
生
方

は
、
お
一
人
で
多
種
多
様
な

患
者
さ
ん
の
診
察
に
当
た
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

歯
科
と
い
え
ど
も
多
岐
に
分

科
し
、
各
々
が
奥
深
い
も
の

と
な
っ
た
た
め
、
す
べ
て
の

分
野
に
お
い
て
造
詣
を
深
め

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な

か
で
も
、
粘
膜
・
骨
・
神
経

に
関
す
る
異
常
に
は
少
な
か

ら
ず
遭
遇
す
る
も
の
の
、
多

く
の
先
生
は
診
断
と
対
応
に

難
渋
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

疑
問
を
感
じ
た
ら
専
門
医

へ
の
紹
介
ま
た
は
問
い
合
わ

せ
が
王
道
で
あ
る
。
一
方
、

評
価
診
断
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
は
仕

方
な
い
が
、
そ
れ
を
認
識
し

適
切
な
後
処
理
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
り
、
そ
の
摘
時
を

逃
し
た
り
す
る
事
例
は
決
し

て
少
な
く
な
い
。

　

①
異
変
に
気
づ
く
ま
た
は

耳
を
傾
け
る
（
情
報
取

得
）、
②
自
分
な
り
の
解

釈
、
診
断
を
つ
け
、
対
処
す

る
（
評
価
／
計
画
（
治

療
））、
③
思
っ
た
よ
う
な
経

過
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き

に
、
専
門
家
へ
相
談
す
る

（
相
談
）。

　

こ
の
③
で
の
対
応
で
経
過

が
大
き
く
左
右
さ
れ
た
り
、

患
者
さ
ん
と
の
ラ
ポ
ー
ル

（
仏
語
で
「
架
け
橋
」、
一

般
的
に
「
親
密
な
関
係
」
と

い
う
）
に
変
化
が
で
て
く

る
。
そ
の
た
め
に
は
①
②
た

め
の
自
己
研
鑽
、
③
に
は
気

軽
に
相
談
で
き
る
口
腔
外
科

が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

こ
の
３
項
目
を
上
手
く
使

い
こ
な
す
た
め
に
、
ど
こ
に

注
目
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
、
さ
ら
に
口
腔

外
科
で
は
ど
ん
な
診
断
と
治

療
を
し
て
い
る
の
か
を
紹
介

す
る
。

※ 

本
講
座
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
延
期
と
な
っ
た

１
月
度
生
涯
研
修
講
座
。
２
０
２
０
年
12
月
25
日
号
掲
載

の
抄
録
を
再
掲
。
日
時
等
は
行
事
案
内
を
参
照
。

　

ま
た
、
紹
介
さ
れ
て
く
る

症
例
あ
る
い
は
出
張
先
で

『
何
故
こ
う
す
る
の
？
』
と

疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
患
者
さ
ん
に
は
も
ち

ろ
ん
、
紹
介
元
の
先
生
に
も

面
と
向
か
っ
て
指
摘
す
る
こ

と
は
滅
多
に
な
い
。
そ
の
よ

う
な
『
そ
れ
、
違
う
か
も
』

と
い
う
都
市
伝
説
（
？
）
や

開
業
歯
科
医
と
病
院
口
腔
外

科
医
の
認
識
の
違
い
が
あ
る

の
で
そ
れ
も
紹
介
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
。
大
き
な
変
化
は
、

健
康
保
険
原
則
１
割
の
自
己

負
担
と
運
転
免
許
証
更
新
時

の
高
齢
者
講
習
に
認
知
機
能

検
査
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
前
者
は
と
て
も
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
が
、
後
者
は
免

許
証
の
早
期
返
納
を
促
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

る
。

　

他
に
は
、
重
い
物
の
移
動

時
に
年
下
の
人
が
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
た
り
、
電
車
内

で
青
年
に
席
を
譲
ら
れ
た
り

も
し
た
。
素
直
に
感
謝
し
た

が
、
裏
を
返
せ
ば
自
分
の
佇

ま
い
が
見
る
か
ら
に
老
い
て

来
た
証
で
も
あ
る
の
で
、
せ

め
て
身
だ
し
な
み
だ
け
で
も

注
意
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
。

　

気
力
、
体
力
、
筋
力
、
視

を
柱
と
し
て
き
た
政
治
は
機
能
不

全
に
陥
り
、
国
民
の
命
と
健
康
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
を
機
に
国
と
社
会
保
障
の

役
割
が
急
拡
大
し
、「
福
祉
シ
フ

ト
」
が
世
界
の
潮
流
に
な
る
今
、

　

１
年
半
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
た
た
か
い
は
、
自
公

政
権
が
進
め
て
き
た
新
自
由
主
義

政
策
の
破
た
ん
を
浮
き
彫
り
に
し

ま
し
た
。
未
曽
有
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
下

で
は
、「
小
さ
な
政

府
」「
官
か
ら
民

へ
」「
自
己
責
任
」

　

協
会
は
５
月
15
日
の
第
57
回
通
常
評
議
員
会
で
、
自
公
政
権
に
よ
る
国

民
の
命
と
生
活
の
破
壊
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
75
歳
以
上
２
割
負
担
化
や

病
床
削
減
に
反
対
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
全
文
は
次
の
と
お
り
。

削
減
政
策
は
、
公
立
・
公
的
病
院

の
統
廃
合
や
急
性
期
病
床
の
縮

小
、
医
師
・
看
護
師
の
削
減
、
保

健
所
の
閉
鎖
な
ど
、
医
療
提
供
体

制
を
脆
弱
化
さ
せ
、「
医
療
崩

壊
」
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
現
在

私
た
ち
が
訴
え
て
き
た
社
会
保
障

重
視
の
政
治
へ
、
大
き
く
舵
を
切

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
年
に
わ
た
る
厳
し
い
医
療
費

の
医
療
現
場
の
危
機
は
、
自
公
政

権
に
よ
る
「
人
災
」
と
言
う
べ
き

も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
検
査
・
保
健
所

体
制
の
抜
本
的
拡
充
は
依
然
と
し

て
進
ま
ず
、
医
療
機
関
の
減
収
補

て
ん
は
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
で

す
。
休
業
要
請
に
伴
う
十
分
な
経

営
補
償
も
な
け
れ
ば
、
ま
と
も
な

生
活
支
援
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
政

権
の
下
で
は
、
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向

か
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
政
権
は
何
の
反
省

も
な
く
、
混
乱
に
乗
じ
て
新
た
な

医
療
費
削
減
策
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
窓
口

負
担
２
倍
化
や
、
消
費
税
財
源
を

〝
活
用
〞
し
た
病
床
削
減
の
推
進

な
ど
、
国
民
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け

る
政
策
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
で
は
維
新
政
治
の

下
で
住
民
福
祉
の
切
り
捨
て
が
強

権
的
に
進
め
ら
れ
、
病
床
不
足
・

職
員
不
足
が
深
刻
な
危
機
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
住
民
投
票
を
強

行
し
、「
う
が
い
薬
」
発
言
や
大

規
模
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
否
定
な
ど
、

非
科
学
的
な
〝
コ
ロ
ナ
対
策
〞
に

終
始
し
、
感
染
拡
大
を
引
き
起
こ

し
ま
し
た
。
入
院
先
が
な
く
、
搬

送
さ
れ
な
い
ま
ま
自
宅
で
息
を
引

新
自
由
主
義
の
政
治
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
国
民
を
守
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
憲
法
と
社
会
保
障
を

重
視
す
る
新
し
い
国
政
・
府
政
へ

転
換
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

と
社
会
保
障
・
歯
科
医
療
の
充
実

を
願
う
国
民
の
期
待
に
応
え
る
た

す
。
国
民
の
命
、
健
康
、
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」

請
願
署
名
の
取
り
組
み
を
中
心

に
、
社
会
保
障
の
充
実
へ
全
力
を

尽
く
す
決
意
を
表
明
し
ま
す
。

め
、
国
と
府
に
対
し

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
医

療
提
供
体
制
の
抜
本

的
強
化
な
ど
を
求
め

る
運
動
を
強
め
ま

き
取
る
人
が
出
て
お
り
、
全
国
で

も
最
悪
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
。

　

大
企
業
の
利
益
を
最
優
先
に

し
、
雇
用
と
社
会
保
障
を
破
壊
し

て
き
た
自
公
政
権
と
維
新
に
よ
る

力
、
聴
力
、
暗
記
力
の
低
下

は
も
と
よ
り
、
声
帯
の
衰
え

ま
で
加
わ
っ
て
高
音
部
の
発

声
が
難
し
く
な
っ
た
等
、
数

年
前
と
比
較
し
て
も
そ
の
違

い
は
明
白
で
あ
る
。
年
齢
と

共
に
田
舎
の
風
景
や
自
然
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
友
人

と
ハ
イ
キ
ン
グ
や
軽
登
山
に

努
め
て
出
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
る
が
、
近
隣
の
同
好
会

や
旅
行
者
主
催
の
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
は
年
齢
制
限
が
あ

り
、
75
歳
未
満
が
多
い
。

　

悲
観
的
な
こ
と
を
述
べ
過

ぎ
た
が
、
そ
れ
な
り
に
不
自

由
な
く
動
き
回
れ
る
現
状
を

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
引
退

後
、
自
由
時
間
が
出
来
て
か

ら
好
き
な
事
を
存
分
に
楽
し

み
た
い
と
お
考
え
の
諸
氏
が

お
ら
れ
た
ら
、
僭
越
な
が
ら

忠
告
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

仕
事
も
趣
味
も
同
時
進
行

が
お
す
す
め
で
す
。

同時進行のすすめ
張村善紀（堺市）

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

第
57
回
評
議

員
会
決
議

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
の
命
、
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め

憲
法
と
社
会
保
障
重
視
の
新
し
い
政
治
へ
の
転
換
に
全
力
を
尽
く
す


